
技術職員から一言

防衛装備庁は防衛装備品に関する政策の企
画・立案、調達、研究開発などの業務を担
う組織です。
その中で、一般職の研究職技官は主に以下
の部署で活躍しています。

艦船設計官（防衛装備庁唯一の設計部署）
自衛隊が運用する船・潜水艦の設計を担当

試験場（千歳試験場、岐阜試験場、下北
試験場）
防衛装備品の性能や安全性の試験・評価
を担当

研究所（航空装備研究所、艦艇装備研究
所、陸上装備研究所、新世代装備研究所）
防衛装備品の要素技術の研究、システムの
研究、試作品の試験・解析を担当

国防を担う物的基盤である防衛装備品を生み出す。
確実に国を守るために日々 技術を磨きます。

研究職として働く

国を守るために欠かせない仕事

世界最先端の技術を研究・駆使し防衛装備品に
反映することで国防へ貢献します。

最先端の技術を研究できる

研究所や試験場でじっくりと時間をかけて専門分野を突
き詰めることができます。

一般職として働く

その道のスペシャリストになれる

専門的な知識や経験が求められる試験評価や施設運
営の業務の中核となります。

防衛装備品の試験に欠かせない仕事

主な業務内容 アピールポイント

主な業務内容 アピールポイント

技術職員から一言

地方防衛局の技術系職員は建築・土木・機械・電気通信など、あらゆる建設分野の技術を
結集して、各地にある駐屯地・基地などの施設整備や在日米軍施設の整理・統合に伴う施
設整備を実施することで、自衛隊や在日米軍の活動を支えています。

調達計画課
建設工事に係る実施
計画の立案・調整や
予算管理、自治体
等との調整業務

事業監理課
建設工事の性能・品質
確認及び検査、施設情
報の管理、大規模建設
プロジェクトのマネジメント

建築課・土木課・設備課
各種工事における調査・設計・
積算・工事監督業務

格納庫や火薬庫などの特殊な施設や港湾、飛行場などの大
規模な施設も整備します。

施設計画から調査・設計、積算や工事監督、完成検査まで、
防衛施設の建設に携わります。

防衛施設という特殊な施設建設防衛施設という特殊な施設建設

防衛施設の 0から100まで防衛施設の 0から100まで

国防に携わりたい ! 地元で働きたい!だけど建設技術の知識は
ない…。でも大丈夫 !防衛施設研修、質問相談コンシェルジュ、
メンター、資格取得学校への入校など施設建設の知識習得を
サポートします。

知識ゼロから始める施設整備知識ゼロから始める施設整備

あなたの技術が、
　　　国を守る要となる
あなたの技術が、
　　　国を守る要となる

防衛装備庁

地方防衛局

未来を守る仕事、
　　あなたの技術で形に
未来を守る仕事、
　　あなたの技術で形に

（女性職員）入省2年目
採用区分：一般職（大卒程度）
               建築
公共建築と特殊防衛施設のどちら
にも携われることに、日々やりがいを
感じ、誇りに感じています。

（男性職員）入省10年目　
採用区分：一般職（高卒程度）
               技術（電気通信系）
防衛技官としての仕事は、国家の安全保
障を支える重要な使命があります。技術を
駆使し、施設整備、情報通信、環境保
全に至るまで幅広い分野で活躍しています。

最先端技術を駆使し、安全保障に貢献できる
点が魅力です。社会的意義のある仕事に従事
し、国の安全を守る使命感がやりがいとなります。

（女性職員）入省3年目
採用区分：一般職（大卒程度）
                    デジタル・電気・電子

自衛隊が使用する装備品に興味があり防衛装備
庁を志望しました。現在はその装備品に関わり国の
安全を守ることに直結する仕事に取り組んでいます。

（男性職員）入省1年目　
採用区分：一般職（大卒程度）
                   デジタル・電気・電子

航空自衛隊では、「行政職技官」と「研究
職技官」に大分され、技術的な知見を生
かした幅広い業務に携わることができま
す。「行政職技官」としては、航空自衛隊
の航空機やレーダー等各種装備品の新規
取得・修理改修に関する技術審査等を担
う「整備・技術」、装備品に特化した「補給・
調達」、宇宙・サイバー・電磁波といった「新
領域」に関する技術的な業務を行うこと
があります。「研究職技官」については、
宇宙関連装備品の導入や効果的な運用実
現に向けた要領の検討を行う「宇宙」、新
たに導入する装備品の性能試験・評価を
行う「装備実験」、シミュレーションなど
の数理科学的な手法により航空防衛力を
分析・検討を行う「能力分析」があります。

主な業務内容

（男性職員）入省17年目

採用区分：防Ⅱ（電気・電子）

最先端の技術に触れながら、実務を通じ

て自分のスキルを磨いていくことができます。

技術者としての一歩を踏み出しましょう。

（女性職員）入省6年目

採用区分：一般職（大卒程度）電気・電子・情報

新しい発見が多く、知的好奇心を刺激される毎日です。

情報本部ならではの仕事でやりがいを感じています！

技術職員から一言

情報本部でしかできない業務がある! !
情報本部は、独自の情報収集機能を持ち、非常に多岐にわた
る情報を扱っています。その業務はどれも刺激的なものばかり! !

新たに始まる、最先端の業務に携わることが
できる!!

研修が充実している! !

「能動的サイバー防御（ACD）」という新たな領域における任務
を担うチャレンジングな組織 ! !

部内での研修のほか、大学院留学をはじめとした様 な々部外研
修を受ける機会が用意されています! !
知識や新しい視点を得ることができ、スキルアップ間違いなし! !

主な業務内容 アピールポイント

アピールポイント

画像・地理情報に関する業務

電波情報に関する業務

● 画像情報の収集・分析、地理情報システムを活用したデジタル地図の作成、地理空間情
　 報の分析等

● 空間情報処理、リモートセンシング、データサイエンスやAIといった情報処理技術を用いた
　 業務、衛星に関する研究業務

● 各種電波信号の解析や収集した電波情報の解析

● 情報に関する最新技術の調査や、通信処理、高速処理技法研究、解析をするためのソ
　 フトウェアの開発

● デジタル、ITの知識を生かしたサイバー領域に関する情報収集・分析やサイバーセキュリティ
　 対策、能動的サイバー防御業務（ACD）

情報を制する者、
　　　技術を極める者
情報を制する者、
　　　技術を極める者

情報本部

航空機や搭載武器などを主として、既存の装備品
から開発中のものまで航空自衛隊でしか関わることの
できない多種多様な装備品に関わることができます。

空自ならではの装備品空自ならではの装備品

入省後の研修が充実していて、航空機やレーダーをはじめ
とした担当する装備品の知識技能について学べるだけではな
く、修士課程や博士課程に進学できる機会もあります。

充実した研修充実した研修

宇宙を専門とした隊員のような、宇宙状況把握の業務に従
事する方たちと一緒に仕事をすることができ、宇宙に関する
業務の知見を深めることができます。また、ＪＡＸＡをはじめとし
た宇宙関連に携わる方と仕事をする機会があり、最新の宇
宙関連技術に触れることができます。

宇宙関連業務への理解宇宙関連業務への理解

技術で見通す
　　　　“空”と“宇宙”
技術で見通す
　　　　“空”と“宇宙”

航空自衛隊

※技官も業務によっては自衛官と同じ作業服で勤務することがあります！

（男性職員）入省7年目　
採用区分：一般職（大卒程度）電気・電子・情報

航空自衛隊において宇宙という新領域
の取組に挑戦することで大きな成長を感
じることができます。

技術職員から一言
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